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外国人留学生支援のための芸術用語の基礎調査
─美術教員によるプレゼン講評から収集─

Basic Survey of Artistic Terms to Support International Students
— Collected from Presentation Comment by an Art Teacher —

加藤　豊二　KATO Toyoji
（留学生別科）

１．はじめに
　2021年度は、新型コロナウィルス感染症感染拡大の影響を受け、外国人留学生の入国

が制限された１年であったが、2022年５月現在、本学には世界14か国、142人の外国人留

学生1）（以下「留学生」という）が在籍している。しかし、入学後の留学生に対する日本

語面でのサポートをする授業科目は、「日本語表現〔留学生〕」１科目のみである。

　そこで、少しでも留学生の手助けになればと考え、彼らが実際にどのような日本語に接し

ているのかを、2020年度の芸術学部デザイン領域１年生が履修する「デザイン実技Ⅰ」の調

査（加藤 2022）に続き、2021年度は、芸術学部美術領域１年生が履修する「美術実技Ⅰ‒1」

の授業で調査をした。具体的には、授業における、学生による作品のプレゼンテーション

に対して、担当教員が、実際にどのような言葉を使用して講評しているのかを調査した。

２．研究課題
⑴　「美術実技Ⅰ‒1」における学生による作品のプレゼンテーションに対して、美術領域

の担当教員１人（以下「Ａ先生」という）は、実際にどのような言葉を使用して講評

しているのであろうか。

⑵　美術領域のＡ先生は、どのような場面で、どのような言葉を使用して、講評している

のであろうか。

⑶　前年度はデザイン領域の教員に対して同様の調査をしたが、領域の異なる教員間にお

いて、言葉の使用においてどのような類似点、相違点があるのであろうか。

３．調査方法
　本学美術領域の１人の教員（Ａ先生）にご協力いただき、2021年前期の「美術実技Ⅰ‒1」

（アートファンデーション2）・陶芸）における、学生によるプレゼンテーションに対する、

１） 留学⽣別科43⼈を含む学部・⼤学院・研究⽣の⼈数。
２） （デザイン）ファンデーションとは、専⾨を⼊学当初から決めてしまうのではなく、様々な分野の基礎

的なデザインを学んだあと、⾃分に適正な専⾨分野に進むための準備教育である。（萩原・⽔内 2016）



322

名古屋芸術大学研究紀要第44巻（2023）

教員の講評を調査対象とした。

表１　調査をした「美術実技Ⅰ‒1」の概要

授 業 名 美術実技Ⅰ‒1（アートファンデーション・陶芸）
対 象 者 芸術学部美術領域１年生
日 時 2021年８月５日
担 当 教 員 Ａ先生
当日出席人数 25人
録 音 時 間 １時間46分25秒

　具体的には、2021年８月５日に実施されたプレゼンテーションの講評を、IC レコー

ダーで録音し、そのあと文字化した。それから、頻出した言葉および気になった主な言葉

を、品詞等を問わず、抽出した。美術に関して門外漢である筆者が抽出したため、抽出し

た言葉が妥当であるかどうかは不明であることをお許し願いたい。

　当日の受講者数は、25人で録音時間１時間46分25秒であった。事前にＡ先生が学生に

録音の許可を得たのち実施した。この時間は、教員による学生への講評のみならず、学生

によるプレゼンテーションを含んだ時間である。ただし、分析の対象は教員の講評のみと

し、学生のプレゼンテーションは分析の対象外とする。

４．結果と考察
4‒1. Ａ先生による講評の言葉

　１つ目の課題は、Ａ先生は、学生のプレゼンテーションに対して、実際にどのような言

葉を使用して講評をしているかであるが、調査の結果、主に表２のような言葉60語を多

く使用して講評していることが明らかになった。また、五十音順・頻度順に示したものが

表3‒1、表3‒2である。

　この授業は、美術領域１年生に対するファンデーションの陶芸の授業である。そのた

め、授業の内容そのものを表す「陶芸」、その過程を表す「作る」、「焼き上がった」、その

完成品を表す「作品」「やきもの」などの言葉が多かった。また、この陶芸の材料となる

「釉薬」「粘土」などの言葉も多く使用されていた。

　そして、最も多く使用されたのが「感じ」である。自分自身の感想を述べるのに「感

じ」を使うと、「柔らかい」ニュアンスとなる。それゆえ、多く使用されたのではないだ

ろうか。

　例１） 本当にこの組み合わせも斬新だったし、あと合わせもばちっといってて、すごく

いい感じで作れていたと思いますけど。

　例２） このお皿の感じとかも、非常によく細部までこだわって作っている感じもするし、

こっちのブッシュ・ド・ノエルのほうもいいじゃないですか。
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表２　Ａ先生が講評で使用した主な言葉（頻度順）60語

順位 抽出語 頻度 順位 抽出語 頻度 順位 抽出語 頻度
１ 感じ 91 21 表情 11 37 フィギュア ７

２ いい 60 21 もちろん 11 37 本当に ７

３ おもしろい 58 21 やきもの 11 43 印象 ６

４ 作る 52 24 結構 10 43 関係 ６

５ 作品 44 24 設定 10 43 視点 ６

６ 形 34 24 本当 10 43 重要 ６

６ 自分 34 24 焼き上がった 10 43 素材 ６

６ でも 34 28 解釈 ９ 43 変化 ６

９ 陶芸 33 28 変わる ９ 43 魅力 ６

10 すごく 30 28 質感 ９ 43 魅力的な ６

11 色 29 28 出来 ９ 51 入れ物 ５

11 釉薬 29 28 モチーフ ９ 51 色合い ５

13 すごい 27 33 楽しく ８ 51 きっかけ ５

14 粘土 25 33 どんどん ８ 51 実感 ５

15 やっぱり 19 33 流れる ８ 51 大丈夫 ５

16 雰囲気 18 33 なるほど ８ 51 楽しい ５

17 たぶん 16 37 ある種 ７ 51 丹念に ５

18 非常に 14 37 機会 ７ 51 びっくり ５

19 物 13 37 興味 ７ 51 見え方 ５

20 実は 12 37 特に ７ 51 立体 ５
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　２番目に多かったのは、「いい」である。シンプルでわかりやすい言葉である。

　例３） この風景がなんかいいよね、素朴で。僕は素朴でいいなって思うんですよね。

　例４） なんか、すごい不思議な感じで出来ていて、いいですよね。

　それから、３番目に多かったのは、「おもしろい」である。これは、昨年のデザイン領域

の教員も多く使用していたが、「おもしろい」は芸術作品に対しての一番のほめ言葉である

と言えよう。筆者自身も「いい」よりも「おもしろい」と言われたほうが率直にうれしい。

　例５） 神聖なもの？　得体の知れない感じがして、すごくいいですよね。おもしろいで

すよね。そういう感覚を大切にしていったらいいかなって思いますけどね。

　例６） なんか、すごいおもしろいなと思って、いいんじゃないですかね。すごい重要な

んだろう、力強い感じが、やっぱり「やきもの」だから出るかなって感じ。

　また、程度がはなはだしいさまを表す「すごい」「すごく」「非常に」が多く使われていた。

　例７） それ、すごいおもしろいと思う。物語と風景が入れ子状になっているのが非常に

おもしろいと思うので、すごいおもしろいと思う。
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表3‒1　Ａ先生が講評で使用した主な言葉（五十音順・頻度順 その１）153語①

五十音 抽出語 頻度 五十音 抽出語 頻度 五十音 抽出語 頻度
ア いい 60 カ 変わる ９ サ 作品 44

おもしろい 58 機会 ７ 自分 34
色 29 興味 ７ すごく 30

ある種 ７ 関係 ６ すごい 27
印象 ６ きっかけ ５ 実は 12
入れ物 ５ 変える ４ 設定 10
色合い ５ 経験 ４ 質感 ９

嫌だ ４ 削る ４ 視点 ６

描く ４ こだわる ４ 重要 ６

凹凸 ４ 細かく ４ 素材 ６

色数 ３ 関わり方 ３ 実感 ５

薄い ３ 関わる ３ 自分なりに ４

器 ３ 感想 ３ 実現 ３

うにゃうにゃ ３ 気持ち ３ 説明 ３

絵 ３ 切り口 ３ 細工する ２

一生懸命 ２ 組み合わせる ３ 細部 ２

意図 ２ 濃い ３ 斬新 ２

温かい １ 言葉 ３ 仕上がり ２

安定感 １ 可能性 ２ 素直 ２

色味 １ 感覚 ２ 選択 ２

印象的 １ 機能美 ２ 姿勢 １

おっかなびっくり １ 具体的 ２ 重量感 １

おどろおどろしい １ 形状 ２ すっきり １

カ 感じ 91 結果的に ２ ずっしり １

形 34 感覚的 １ 石粉粘土 １

結構 10 切り取る １ 素朴 １

解釈 ９ 工芸 １

＊実際にはもっと多くの言葉を抽出しているが、ここには主な言葉だけを掲載する。
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　例８） これがあることで、すごく器の形の色の雰囲気が急に増すっていうか、そういう

感じがしておもしろいなって思いましたけどね。いいですね。これ、いいですね。

　Ａ先生が多く使用した「感じ」「いい」「おもしろい」の言葉といっしょに使われてい

る。この「すごい」「すごく」「非常に」などがあることにより、単に「おもしろい」より

も強調されていて、「ほめる」気持ちを強く伝えることができる。

　その他、加藤（2022）では、中国人の学生に、デザイン教員による講評における言葉の

アンケート調査を実施したところ、カタカナ語が弱かった。そこで、今回の美術教員によ

る講評で使用されたカタカナ語を掲載する（表3‒3）。漢字圏の学生ばかりでなく、英語

圏の学生にとっても、カタカナ語は苦手なようである。
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表3‒2　Ａ先生が講評で使用した主な言葉（五十音順・頻度順 その２）153語②

五十音 抽出語 頻度 五十音 抽出語 頻度 五十音 抽出語 頻度
タ 作る 52 ナ 粘土 25 ハ 本人的 ２

でも 34 流れる ８ 本物 ２

陶芸 33 なるほど ８ 抜群な １

たぶん 16 塗る ３ ぴんと １

出来 ９ 苦手 ３ ふわっと １

楽しく ８ 中身 ２ ふんわり感 １

どんどん ８ 日常 ２ マ 物 13
特に ７ 濃淡 ２ もちろん 11
大丈夫 ５ 納得 １ モチーフ ９

楽しい ５ ハ 雰囲気 18 魅力 ６

丹念に ５ 非常に 14 魅力的な ６

対照的に ４ 表情 11 見え方 ５

力強い ４ 本当 10 無理 ４

出来上がり ４ フィギュア ７ 問題 ３

試す ３ 本当に ７ ヤ 釉薬 29
手応え ３ 変化 ６ やっぱり 19
確かに ２ びっくり ５ やきもの 11
楽しい ２ 深み ３ 焼き上がった 10
つるんと ２ 発想 ２ 柔らかさ ３

出来栄え ２ ぱっと ２ 焼き上がり ２

どきどき ２ はっとする ２ より一層 ２

対比 １ ぴったり ２ ラ 立体 ５

単色 １ 複雑な ２ 立体物 １

断然 １ 不思議な ２

伝わる １ ぽてっと ２

＊実際にはもっと多くの言葉を抽出しているが、ここには主な言葉だけを掲載する。
＊「モチーフ」「フィギュア」以外のカタカナ語は表3‒3に掲載する。

表3‒3　Ａ先生が講評で使用したカタカナ語（五十音順） 42語

五十音 抽出語 頻度 五十音 抽出語 頻度 五十音 抽出語 頻度
ア アイデア １ サ ストーリー ３ ハ フィギュア ７

アプローチ １ ストレス ３ プラス １

イメージ ３ タ タイト １ フラット １

エッジ １ タイトル ２ フリーザー感 １

エピソード ２ タイミング ２ プロセス ２

オーブン粘土 １ チャーミング １ プロポーション ２

オリジナリティー １ チャレンジ ２ ベース １

カ コメント １ ディーテイル １ マ マチエール １

コントラスト １ テーマ １ ミニチュア感 １

サ サイズ １ テクスチャー ２ ミニマルな １

シミュレーション １ デコレーション １ メルヘン １

シンプルな ２ ドレープ １ モチーフ ９

スケジュール的 １ ハ ハッピー １ モフモフ １

スタイル １ ファンデーション ５ ヤ ユニークな １

外国人留学生支援のための芸術用語の基礎調査
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4‒2. Ａ先生の講評における場面と言葉

　次に、２つ目の課題であるが、Ａ先生は、学生による作品のプレゼンテーションにおけ

る講評で、具体的に、どのような場面で、どのような言葉を用いて講評しているのであろ

うか。

　一般的には、学生によるプレゼンテーションのあとに講評へと続く。しかし、Ａ先生の

場合は少し異なる。もちろん、学生によるプレゼンテーションのあとに講評をするが、Ａ

先生による講評の流れは、必ずと言ってもいいほど、学生へ陶芸についての感想を聞くこ

とが多い。それから、教員自身が疑問に思ったことなどについて学生に質問をし、作品に

対しての理解を深める。また、コメントは基本的によい点を見つけてほめる。そして、最

後には、この経験を生かして、自分の関心がある分野に生かしてほしいと伝える。また、

陶芸に関心がある学生に対しては、引き続き、もっと作品を作る機会を多くし、さらに作

品を作る技術を上げ、より自分自身の作りたい作品をスムーズに作成できるようになって

ほしいとの気持ちを伝える。

⑴　陶芸についての感想を聞く

　Ａ先生は、陶芸についての感想を聞いているが、実際にやってみての「焼き上がった」

「やきもの」の感想をぜひ聞きたいとの気持ちが伝わってくる。

　例９） 陶芸やるの初めて？　どうだった？　やってみて。

　例10） どうですか？　焼き上がった 感じって、自分で見て。

　例11） 出来栄えはどうですか？　自分で。

　初めて陶芸をしたときの気持ちを学生も感じているのかをＡ先生も知りたくて、その結

果、例12、例13のような質問となる。この質問には、「粘土」から「やきもの」になる

「変わる」「感じ」を、学生はどう感じているのかを知りたいとの先生の気持ちがよく表れ

ている。

　例12） 粘土の時から、だいぶ変化したと思うんだけど、焼き上がったものは、今日初め

て見るわけなんだけど、なんかその時の印象とかあります？　好き、嫌い？　好

き嫌いで言うのもなんだけど、気に入ったとか、ちょっと違ったとか。

　例13） 粘土で作っている時と、「やきもの」になると、だいぶ変わるじゃないですか、

雰囲気が。どうですか？　こうやって変わってしまう感じとかって。自分で焼き

上がってみて、焼き上がったほうがいいですか？　それとも粘土のほうがよかっ

たとか、なんかありますか？
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⑵　よい点を見つけて学生の作品、姿勢をほめる

　Ａ先生から学生への作品等へのコメントは厳しい指摘はなく、基本的によい点を見つけ

て、ほめるという姿勢を貫いている。

　例14） すごくいい雰囲気で、人の感じとかすごくいいですよね。チャーミングで僕はい

いなって思いますけど。

　例15） これなんか結構、斬新だよね。このアイデア。この今、暑い季節にぴったりじゃ

ないですか。

　例16） あなたの魅力って、こういう細工するところにあると思うんですよ。なんか鳥の

顔とか手の感じとか、すごい細かいところにこだわってたじゃないですか。こう

いう付いている装飾的なところとか。

　例17） 作っているときも、すごくずっとこれも丹念に仕上げようという姿勢もよかった

し、仕上がりも抜群な感じで、すごくいい出来だなって思いましたけど。

　例18） 僕の提示とは違う解釈で作ったのが非常によかったなと思うんですよね。

　例19） この形の導くプロセスっていうか、考えるプロセスがおもしろいなって思ったん

だよね。

　例20） でも自分なりにテーマを設定して、こうやって作ったのがすごくよかったと思う

し。

　例21） おもしろい発想だよね。言葉って、うまくできない、言えないよね。

　先生が学生をほめるポイントは非常に多い。作品の「雰囲気」だったり、「斬新」な点

であったり、また、学生の「細工する」「こだわる」「丹念に」する姿勢や、考える「プロ

セス」や自分なりに「設定する」「プロセス」や「発想」など、ほめる点の幅が広い。

⑶　今後のアドバイス

　講評の最後には、この陶芸の経験を生かして、自分の関心がある分野で頑張ってほしい

とアドバイスを送っている。

　例22） 興味あれば、またぜひ陶芸で作品、作っていくということもしていくといいかも

しれませんね。

　例23） こういう関わり方って非常に素直でいいなって思ったので、機会があったら粘土

で作品をまた作ってみることにチャレンジするというのも、僕はありかなって思

いましたけどね。

　例24） まず、このファンデーションで素材が変化するってことが、実は工芸のほうでは、

みんなが実感してほしいことで、それガラスのほうでも起きるじゃないですか。
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だから、日常使っている器から便器までいろいろありますけど、そういう「やき

もの」を自分の手で作って形から作って焼き上がるっていうか、完成まで自分で

経験すると、物の見え方って、たぶん変わってくると思うんだよね。まずは、そ

れが重要かなって思うんですけど。

　例24には、まさに、このファンデーションでの目標を述べている。Ａ先生は、この授

業での、「粘土」から「やきもの」への変化の経験を通して、学生の物の見え方が変わる

ことを実感するのを期待している。それゆえ、その経験を実際にしたのかを知りたくて、

Ａ先生は、学生によるプレゼンテーションのあとにすぐ、「陶芸」をやってどうだったの

かと質問をするのである。

4‒3. デザイン領域の先生との「講評における主な言葉」の比較

　それでは、３つ目の課題である。前年度はデザイン領域の教員に対して、今回と同様の

調査をしたが、領域の異なる教員間において、講評での言葉の使用においてどのような類

似点、相違点があるのであろうか。

　表４は、美術領域のＡ先生と、デザイン領域のＡ先生の、学生によるプレゼンテーショ

ンに対して使用した講評の言葉の一覧表である。

　いずれの領域でも多く使用されていたのは、「おもしろい」「作品」「やっぱり」である。

どちらの領域も作品を作り、その作品に対する講評をするので、一番のほめ言葉である

「おもしろい」がよく使用されていたのも、納得のいく結果である。また、その授業に関

する言葉、美術で言えば、「陶芸」「粘土」「やきもの」「釉薬」などが多く使用されている

のも理解できる。しかし、よく使用された言葉で、美術領域とデザイン領域の相違点は、

カタカナ語ではないだろうか。上位30語あまりの比較だが、デザイン領域ではカタカナ

語が７語あったが、美術領域では、「モチーフ」の１語だけであり、デザイン領域のほう

が、扱うカタカナが多いと言えよう。だが、外国人留学生が苦手としているカタカナ語

も、このような調査を重ねていけば、ある程度どのようなカタカナ語が使用されているの

かが予測できる。それゆえ、今回のような調査で抽出したデータを蓄積し、例文ととも

に、英語、中国語等の翻訳をしたものを用意すれば、外国人留学生の理解も高まると思わ

れる。

５．おわりに
　2022年５月１日現在の本学における外国人留学生は、世界14か国、142人であり、前年

度の２倍近くの留学生が在籍している。今回は、2020年度のデザイン領域の教員に続い

て、美術領域の教員を対象に、「ファンデーション」の実技授業で、実際にどのような言

葉を使用しているのかを調査した。
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表４　デザイン領域の先生との「講評における主な言葉」の比較

美術領域　Ａ先生 デザイン領域　Ａ先生
順位 抽出語 頻度 順位 抽出語 頻度
１ 感じ 91 １ 表現 45
２ いい 60 2 おもしろい 43
３ おもしろい 58 ３ 作品 33
４ 作る 52 ４ 課題 31
５ 作品 44 ４ 結構 31
６ 形 34 ６ 変化 29
６ 自分 34 ７ プレゼン 24
６ でも 34 ８ アイデア 20
９ 陶芸 33 ８ 構図 20
10 すごく 30 10 やっぱり 19
11 色 29 11 大事 18
11 釉薬 29 12 確かに 16
13 すごい 27 13 すごい 15
14 粘土 25 13 デザイン 15
15 やっぱり 19 15 挑戦 13
16 雰囲気 18 15 プレゼンテーション 13
17 たぶん 16 17 着彩 12
18 非常に 14 17 ポイント 12
19 物 13 17 難しい 12
20 実は 12 17 モチーフ 12
21 表情 11 21 丁寧に 11
21 もちろん 11 22 意図 10
21 やきもの 11 23 質感 ９

24 結構 10 23 慣れる ９

24 設定 10 25 うまい ８

24 本当 10 25 技術力 ８

24 焼き上がった 10 25 最終的な ８

28 解釈 ９ 25 なかなか ８

28 変わる ９ 29 工夫 ７

28 質感 ９ 29 表現力 ７

28 出来 ９ 29 レビュー展 ７

28 モチーフ ９

＊デザイン領域Ａ先生のデーターは加藤（2022）より抽出。

外国人留学生支援のための芸術用語の基礎調査

　この授業は、ファンデーションの授業であるため、学生に陶芸の楽しさを知ってもらう

ことが第一の目標である。そして、その中でも陶芸の資質、あるいは陶芸に興味がある学

生には、２年でのコース分けで、ぜひ「陶芸」コースに進んでほしいとのＡ先生の気持ち

が表れる講評となっている。Ａ先生の講評を聞いていて感じるのは、先生の「陶芸愛」で

ある。特に、「粘土」から「やきもの」に変化する点に、陶芸のおもしろさ、陶芸の醍醐

味があり、その点を感じてほしいとの先生の気持ちが講評に表れている。

　中国を中心としたアジアからの留学生の増加が今後も見込まれるため、彼らの日本語面

でのサポートは急務である。多数の学生に一斉に教える教員にとっては、ほとんどが日本
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人である教室で、留学生のことを考え講評するのは難しい。しかし、頻繁に使用される専

門用語、あるいはカタカナ語についての例文つきの翻訳を用意すれば、少しでも彼らの理

解の助けになるであろう。

　今後は、学部ではなく、自分の所属する留学生別科の学生のため、少しでも役に立つ研

究を続けたいと考えている。
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　本研究は、芸術学部美術領域の先生ならびに学生の皆さんの協力を得た。ここに記して、感謝の意を表

する。

引用文献
加藤豊二「外国人留学生支援のための芸術用語の基礎調査─デザイン教員によるプレゼン講評から収

集─」『名古屋芸術大学研究紀要』43、愛知、2022年、pp. 21‒34

萩原周・水内智英「日本における初年度共通デザイン基礎教育の実態調査・検証─デザインファンデー

ションプログラムの可能性と課題からその将来を展望する─」『日本デザイン学会第63回研究大会概

要集』、東京、2016年、pp. 228‒229

参考文献
伊藤春子「経営学部で学ぶ外国人留学生のための基本語彙調査─シラバスを用いた試行調査─」『星城大

学研究紀要』18、2018年

上山輝「デザイン教育の視点からみる一般学生のプレゼンテーションポスター制作と評価」『美術教育学

研究』49、2017年

坂本惠・ナジェージダ ウェインベルグ（2017）「ほめの諸相─日本語母語話者は何をほめと認識するの

か─」『東京外国語大学留学生日本語教育センター論集』43、2017年

山田眞一「中国語の芸術系科目における教室談話についての一考察─語彙を中心に─」『富山大学芸術文

化学部紀要』12、富山、2018年



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


